
◯
　
と
あ
る
ア
パ
ー
ト
・
前
（
夜
）


　
　
室
内
で
女
性
の
悲
鳴
が
聞
こ
え
る
。
少
し
し
て
、


　
　
中
か
ら
加
藤
秀
明
（
４
２
）
、
焦
り
な
が
ら
走


　
　
っ
て
出
て
く
る
。
秀
明
、
手
に
は
血
の
付
い
た


　
　
包
丁
を
持
っ
て
い
て
、
服
に
も
血
が
つ
い
て
い


　
　
る
。
秀
明
、
包
丁
を
持
っ
た
ま
ま
走
っ
て
逃
げ


　
　
て
行
く
。


◯
　
公
園
（
夜
）


　
　
街
灯
が
ポ
ツ
ポ
ツ
と
点
い
て
お
り
、
誰
も
い
な


　
　
い
。
秀
明
、
端
の
方
に
あ
る
蛇
口
を
見
つ
け
、


　
　
や
っ
て
来
る
。
秀
明
、
蛇
口
の
近
く
に
血
の
付


　
　
い
た
包
丁
を
置
き
、
勢
い
よ
く
水
を
出
し
て
手


　
　
を
洗
う
。
そ
し
て
上
着
を
脱
ぎ
、
水
で
血
を
洗


　
　
い
流
す
が
、
な
か
な
か
血
は
取
れ
な
い
。
す
る


　
　
と
、
遠
く
か
ら
パ
ト
カ
ー
の
サ
イ
レ
ン
の
音
が


　
　
聞
こ
え
て
く
る
。
秀
明
、
焦
っ
て
水
を
止
め
、


　
　
濡
れ
た
上
着
を
持
っ
て
木
の
陰
に
隠
れ
る
。
秀


　
　
明
、
公
園
の
外
を
見
る
と
、
パ
ト
カ
ー
の
赤
色


　
　
灯
が
か
す
か
に
見
え
る
。
秀
明
、
蛇
口
の
側
に


　
　
包
丁
を
置
き
っ
ぱ
な
し
に
し
て
い
る
こ
と
に
気


　
　
づ
き
、
焦
っ
て
包
丁
を
取
り
に
行
く
。
秀
明
、


　
　
焦
っ
て
包
丁
を
取
り
上
げ
る
と
、
手
を
滑
ら
せ


　
　
て
手
を
斬
る
。
手
か
ら
は
流
血
し
て
い
る
が
気


　
　
に
せ
ず
に
包
丁
を
も
う
一
度
手
に
取
っ
て
、
木


　
　
の
陰
に
隠
れ
る
。
パ
ト
カ
ー
の
サ
イ
レ
ン
、
ど


　
　
ん
ど
ん
と
近
付
い
て
く
る
。
秀
明
、
血
の
出
て


　
　
い
る
方
の
手
で
必
死
に
口
を
押
さ
え
る
。
サ
イ


　
　
レ
ン
を
鳴
ら
し
た
パ
ト
カ
ー
、
公
園
の
前
を
通


　
　
り
過
ぎ
て
い
く
。
秀
明
、
安
堵
で
腰
の
抜
か
し
、


　
　
地
面
に
座
る
。


◯
　
川
（
早
朝
）


　
　
秀
明
、
川
辺
に
立
っ
て
い
る
。
手
に
は
、
血
の


　
　
付
い
た
上
着
を
持
っ
て
お
り
、
上
着
に
は
包
丁


　
　
が
包
ま
れ
て
い
る
。
傷
を
負
っ
て
い
る
方
の
手


　
　
に
は
、
ち
ぎ
ら
れ
た
上
着
の
袖
を
巻
い
て
止
血


　
　
し
て
い
る
。
秀
明
、
川
に
包
丁
と
血
の
付
い
た
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上
着
を
投
げ
捨
て
る
。
秀
明
、
血
の
付
い
た
方


　
　
の
手
を
見
て
上
着
の
袖
を
手
か
ら
外
そ
う
と
す


　
　
る
が
、
外
さ
ず
に
歩
い
て
い
く
。


◯
　
と
あ
る
ア
パ
ー
ト
・
前
（
朝
）


　
　
規
制
線
が
張
ら
れ
て
お
り
、
数
台
の
パ
ト
カ
ー


　
　
が
停
ま
っ
て
い
る
。
警
察
た
ち
、
現
場
検
証
を


　
　
行
な
っ
て
い
る
。
秀
明
、
近
く
の
曲
が
り
角
の


　
　
影
か
ら
　
ア
パ
ー
ト
の
方
を
見
て
い
る
。
秀
明
、


　
　
少
し
の
間
現
場
検
証
の
様
子
を
観
察
し
て
い
る
。


野
次
馬A

「
ず
っ
と
介
護
さ
れ
て
い
た
お
母
さ
ん
が


　
　
殺
さ
れ
た
ん
で
す
っ
て
」


野
次
馬B

「
酷
い
話
ね
ぇ
。
ど
う
し
た
ら
そ
ん
な
に


　
　
酷
い
こ
と
が
出
来
る
の
か
し
ら
？
」


野
次
馬A

「
本
当
に
ね
ぇ
」


◯
　
同
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
・
回
想
）


　
　
加
藤
信
子
（
７
３
）
、
血
を
流
し
て
地
面
に
倒


　
　
れ
て
い
る
。
秀
明
、
血
の
つ
い
た
包
丁
を
握
っ


　
　
て
い
る
。
キ
ッ
チ
ン
の
コ
ン
ロ
で
は
、
鍋
が
煮


　
　
立
っ
て
い
る
。
机
の
上
は
少
し
荒
れ
て
い
て
、
　


　
　
争
っ
た
形
跡
が
あ
る
。
秀
明
、
包
丁
を
持
っ
て


　
　
走
り
去
っ
て
い
く
。


◯
　
同
・
前
（
朝
）


　
　
秀
明
、
野
次
馬
を
睨
み
、
歩
い
て
行
く
。


◯
　
公
園


　
　
秀
明
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
や
っ
て
来
る
。
数


　
　
人
の
親
子
、
遊
具
な
ど
で
遊
ん
で
い
る
。
秀
明


　
　
が
使
っ
て
い
た
水
道
で
は
、
吉
田
潤
（
６
）
、


　
　
水
遊
び
を
し
て
い
る
。
側
で
は
吉
田
奈
美
（
３


　
　
２
）
、
潤
を
見
守
っ
て
い
る
。
秀
明
、
潤
を
見


　
　
な
が
ら
、
潤
の
方
に
近
づ
い
て
行
く
。
潤
、
何


　
　
か
を
見
つ
け
て
、


潤
　
「
（
奈
美
に
）
ね
ぇ
見
て
、
な
ん
か
赤
い
の
つ


　
　
い
て
る
よ
」


奈
美
「
ど
れ
？
」


　
　
潤
、
水
道
の
近
く
に
つ
い
て
い
る
血
を
指
差
し
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て
、


潤
　
「
こ
れ
」


奈
美
「
何
だ
ろ
う
こ
れ
？
」


　
　
秀
明
、
驚
い
て
水
道
の
方
に
走
っ
て
い
く
。
潤
、


　
　
血
を
触
ろ
う
と
し
て
い
る
。


秀
明
「
や
め
ろ
！
」


　
　
秀
明
、
潤
を
押
し
退
け
る
。


奈
美
「
き
ゃ
ー
」


　
　
潤
、
横
に
転
げ
て
い
る
。
奈
美
、
急
い
で
潤
を


　
　
立
た
せ
て
自
分
の
後
ろ
に
隠
れ
さ
せ
、


奈
美
「
ち
ょ
っ
と
、
何
な
ん
で
す
か
？
」


　
　
秀
明
、
水
道
の
水
で
血
を
洗
い
流
し
て
い
て
、


　
　
奈
美
の
話
を
全
く
聞
い
て
い
な
い
。
奈
美
、
潤


　
　
の
腕
を
引
っ
張
っ
て
去
っ
て
行
く
。
潤
、
必
死


　
　
に
な
っ
て
い
る
秀
明
を
見
て
い
る
。
秀
明
、
血


　
　
を
洗
い
終
え
、
立
ち
上
が
り
、
外
へ
歩
い
て
い


　
　
く
。
潤
、
離
れ
た
位
置
か
ら
秀
明
を
見
て
い
る
。


　
　
周
り
に
来
た
お
母
さ
ん
た
ち
、
集
ま
っ
て
来
て
、


お
母
さ
んA

「
大
丈
夫
で
す
か
？
」


奈
美
「
え
ぇ
、
な
ん
と
か
」


お
母
さ
んB

「
警
察
、
呼
ん
だ
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
無


　
　
い
ん
で
す
か
？
」


奈
美
「
え
ぇ
、
そ
う
で
す
ね
」


　
　
奈
美
、
カ
バ
ン
か
ら
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
、
警


　
　
察
に
電
話
を
す
る
。
奈
美
、
ス
マ
ホ
を
耳
に
当


　
　
て
潤
の
方
を
見
る
と
、
潤
は
い
な
く
な
っ
て
い


　
　
る
。


奈
美
「
あ
れ
？
　
潤
」


　
　
奈
美
、
周
り
を
見
る
が
潤
は
い
な
い
。


警
察
の
声
「
は
い
。
１
１
０
番
で
す
。
事
件
で
す
か
？


　
　
事
故
で
す
か
？
」


　
　
奈
美
、
辺
り
を
見
な
が
ら
、


奈
美
「
潤
！
　
潤
！
」


　
　
奈
美
、
公
園
の
入
り
口
の
方
を
見
る
と
、
潤
、


　
　
秀
明
が
歩
い
て
行
っ
た
方
に
走
っ
て
行
っ
て
い


　
　
る
。


奈
美
「
潤
！
」
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奈
美
、
ス
マ
ホ
を
手
に
持
っ
た
ま
ま
、
走
っ
て


　
　
潤
を
追
い
か
け
る
。


◯
　
公
園
前
の
路
地


　
　
秀
明
、
ト
ボ
ト
ボ
と
歩
い
て
い
る
。
秀
明
の
背


　
　
後
か
ら
潤
、
走
っ
て
来
て
、


潤
　
「
お
じ
さ
ん
」


　
　
秀
明
、
無
視
し
て
歩
い
て
い
る
。


潤
　
「
お
じ
さ
ん
！
」


　
　
秀
明
、
潤
の
方
に
振
り
返
り
、
潤
を
見
る
。


秀
明
「
（
か
な
り
嫌
な
感
じ
で
）
な
ん
だ
よ
」


潤
　
「
お
じ
さ
ん
。
手
、
怪
我
し
て
る
の
？
」


　
　
秀
明
、
怪
我
し
て
い
る
方
の
手
を
見
る
。
公
園


　
　
か
ら
、
奈
美
、
走
っ
て
来
て
、


奈
美
「
潤
！
」


　
　
奈
美
、
潤
の
と
こ
ろ
ま
で
走
っ
て
来
て
潤
を
抱


　
　
き
寄
せ
、
ス
マ
ホ
を
秀
明
に
見
せ
、


奈
美
「
や
め
て
下
さ
い
。
今
、
警
察
に
電
話
し
て
ま


　
　
す
か
ら
」


　
　
奈
美
、
軽
蔑
す
る
目
で
秀
明
を
見
て
い
る
。
潤
、


　
　
心
配
そ
う
な
目
で
秀
明
を
見
て
、


潤
　
「
手
、
怪
我
し
て
る
の
？
」


　
　
秀
明
、
怪
我
を
し
て
い
る
方
の
手
を
潤
に
見
せ
、


秀
明
「
あ
ぁ
、
怪
我
し
て
る
。
俺
は…

怪
我
し
て
る
」


潤
　
「
大
丈
夫
？
」


秀
明
「
大
丈
夫
じ
ゃ…

」


　
　
秀
明
、
潤
か
ら
目
を
逸
ら
す
。


潤
　
「
お
医
者
さ
ん
に
行
け
ば
、
治
し
て
も
ら
え
る


　
　
よ
」


秀
明
「
そ
う…

だ
ね
」


　
　
秀
明
、
地
面
に
座
る
。
奈
美
、
ス
マ
ホ
を
耳
に


　
　
当
て
、
必
死
に
話
し
始
め
る
。
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